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(57)【要約】
【課題】運送業務を依頼しようとする利用者に各地域ご
との特徴のある運送サービス提供業者を紹介することが
でき、利用者の好みにより依頼する運送サービス提供業
者を直接選択でき、利用者にとっても運送サービス提供
業者にとっても効率がよくサービス向上に繋がる運送サ
ービス提供支援システムを提供せんとする。
【解決手段】利用者端末より届け先の地域情報を含む希
望する運送サービス内容の指定を受ける手段と、指定さ
れた運送サービス内容、及び提供サービス情報記憶手段
に記憶されている対応可能地域を含む提供サービス情報
に基づき、対応できる運送サービス提供業者を抽出する
手段と、提供サービス情報記憶手段で記憶されている運
賃情報に基づき抽出された運送サービス提供業者による
利用運賃を算出する手段と、抽出された運送サービス提
供業者とその利用運賃の情報を、利用者端末に送信する
手段とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の運送サービス提供業者の対応可能地域及び運賃の情報を含む提供サービス情報を
記憶する提供サービス情報記憶手段を有し、電気通信回線を介して接続される利用者端末
を通じて運送サービスの提供を支援するコンピュータシステムより構成される運送サービ
ス提供支援システムであって、
　前記コンピュータシステムが、
　電気通信回線を介して通信接続した利用者端末より、届け先の地域情報を含む利用者が
希望する運送サービスの内容の指定を受ける手段と、
　指定された運送サービスの内容、及び前記提供サービス情報記憶手段に記憶されている
対応可能地域を含む提供サービス情報に基づき、対応できる運送サービス提供業者を抽出
する手段と、
　前記指定された運送サービスの内容、及び前記提供サービス情報記憶手段で記憶されて
いる運賃の情報に基づき、前記抽出された運送サービス提供業者による利用運賃を算出す
る手段と、
　前記抽出された運送サービス提供業者とその利用運賃の情報を、電気通信回線を介して
利用者端末に送信する手段と、
　を備えていることを特徴とする運送サービス提供支援システム。
【請求項２】
　前記コンピュータシステムが、
　各運送サービス提供業者の過去の利用者により付された評価の情報を記憶する評価情報
記憶手段を有し、
　前記評価情報記憶手段に記憶されている評価情報に基づき、前記抽出された運送サービ
ス提供業者とその評価情報を、電気通信回線を介して利用者端末に送信する手段を備える
請求項１記載の運送サービス提供支援システム。
【請求項３】
　前記利用者端末から評価の情報を取得し、これを前記評価情報記憶手段に記憶する手段
と備えた請求項２記載の運送サービス提供支援システム。
【請求項４】
　前記コンピュータシステムが、
　前記複数の運送サービス提供業者の各業者端末に電気通信回線を介して接続されており
、
　前記運送サービスの内容の指定と同時に、又は別途の入力画面情報の受信により、利用
者が希望する運送サービスの詳細な依頼内容を前記利用者端末より電気通信回線を介して
取得する手段と、
　前記取得した依頼内容を利用者ごとに記憶する依頼内容記憶手段と、
　前記送信した提示画面情報に基づき、利用者が選択した運送サービス提供業者の情報を
利用者端末から電気通信回線を介して取得する手段と、
　前記選択された運送サービス提供業者の業者端末に対し、前記依頼内容記憶手段に記憶
されている利用者の依頼内容を電気通信回線を介して送信する手段とを備えた請求項１～
３の何れか１項に記載の運送サービス提供支援システム。
【請求項５】
　前記詳細な依頼内容が、集荷先住所、集荷日、連絡先、届け先住所、届け日数、荷物属
性を含む請求項４記載の運送サービス提供支援システム。
【請求項６】
　前記選択された運送サービス提供業者の業者端末から、送信した依頼内容に係る荷物の
追跡情報を取得する手段と、
　前記追跡情報を依頼した利用者ごとに記憶する追跡情報記憶手段と、
　利用者端末からの問い合わせの受信に基づき、前記追跡情報記憶手段に記憶されている
当該利用者の荷物の追跡情報を抽出し、該利用者の利用者端末に送信する手段とを備えた
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請求項４又は５記載の運送サービス提供支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用者の情報端末を通じて運送サービス提供を支援するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、Ｗｅｂ上で宅配サービス利用の予約を受け付けたり、荷物の追跡情報を速やかに
得ることができるシステムが提案されている（例えば、特許文献１、２参照。）。たとえ
ば特許文献１では、集荷依頼等を受信したＷｅｂサーバが自動的に検索して担当物流拠点
サーバ・担当配達者端末に直接これらの依頼情報を送信したり、Ｗｅｂサーバが集荷依頼
情報をもとに届け先Ｅメールアドレスのユーザー端末に対してお届け希望日時をインター
ネットを介して送信し、これを受け取った者が配達日時変更依頼をＷｅｂサーバに対して
送信できるようにしたものが提案されている。
【０００３】
　また、特許文献２では、速やかに配達完了の通知を送信できるシステムとして、配達者
端末（ドライバーの端末）から配達完了情報を受信し、荷物追跡情報を蓄積する荷物追跡
情報管理サーバにおいて、配達識別情報と関連付けられている運送案件の荷物追跡情報レ
コードを配達完了ステータスとし、次に、集配マスタサーバに蓄積された運送情報と荷物
追跡情報管理サーバが蓄積された荷物追跡情報とを照合し、新たに配達完了ステータスと
なった運送案件レコードに関連付けられているＩＰアドレス宛に配達完了情報を送信する
ものが提案されている。しかしながら、これらの従来のシステムは、特定の運送サービス
提供業者に依頼があった後の業務の効率化を目的としたものが殆どである。
【０００４】
　これに対し、特許文献３には、荷送人からネットワークを介して運送情報センターに運
送業務依頼があると、求車情報としてＷｅｂページに公開し、運送業者がこのＷｅｂペー
ジを閲覧して自社の稼動状況に応じて応札処理をし、入札条件に適合する運送業者が落札
されることで業務依頼がなされるシステムが提案されている。このようなシステムによれ
ば、規模の小さい運送業者でも、運送業務の依頼の過不足を軽減して運送用車両の運用を
高効率で行うことができるようにすることができる。しかしながら、特許文献３のシステ
ムでは運送サービス提供業者の思惑で一方的に契約が締結されてしまうため、荷送人（依
頼者）にとっては、逆に選択の余地がなくなることからサービスの質や利用者からの信用
を維持することが難しいといった課題がある。
【０００５】
　運送サービス提供業者には種々さまざまな特質があり、大手運送業者であっても細かい
サービスや気配りに目が届かない場合があったり、中小・個人の運送業者であっても地域
に根差した質の高いサービスを提供している業者もあり、これらの特質は地域ごとにも異
なる。しかし、依頼者の方からは、このような運送サービス提供業者ごとの特質は分かり
にくく、中小や個人の運送業者に直接依頼があるケースは限られている。結局、大手の運
送業者に依頼が集中し、中小・個人の運送業者はドライバー不足の大手運送業者からの委
託により業務を行う傾向にある。これは依頼者にとってはコスト高となり、運送サービス
提供業者にとっても利益が小さくなり、運送業界全体にとって損失となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２５５３４５号公報
【特許文献２】特開２００６－８２９８１号公報
【特許文献３】特開２００３－２５６５１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、運送業務を依頼しよ
うとする利用者に各地域ごとの特徴のある運送サービス提供業者を紹介することができ、
利用者の好みにより依頼する運送サービス提供業者を直接選択でき、利用者にとっても運
送サービス提供業者にとっても効率がよくサービス向上に繋がる運送サービス提供支援シ
ステムを提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前述の課題解決のために、複数の運送サービス提供業者の対応可能地域及び
運賃の情報を含む提供サービス情報を記憶する提供サービス情報記憶手段を有し、電気通
信回線を介して接続される利用者の情報端末（以下、「利用者端末」と称す。）を通じて
運送サービスの提供を支援するコンピュータシステムより構成される運送サービス提供支
援システムであって、前記コンピュータシステムが、電気通信回線を介して通信接続した
利用者端末より、届け先の地域情報を含む利用者が希望する運送サービスの内容の指定を
受ける手段と、指定された運送サービスの内容、及び前記提供サービス情報記憶手段に記
憶されている対応可能地域を含む提供サービス情報に基づき、対応できる運送サービス提
供業者を抽出する手段と、前記指定された運送サービスの内容、及び前記提供サービス情
報記憶手段で記憶されている運賃の情報に基づき、前記抽出された運送サービス提供業者
による利用運賃を算出する手段と、前記抽出された運送サービス提供業者とその利用運賃
の情報を、電気通信回線を介して利用者端末に送信する手段とを備えていることを特徴と
する運送サービス提供支援システムを提供する。ここに指定された運送サービスの内容と
は、たとえば商品の種類、サイズの情報など、対応可能な運送サービス提供業者を抽出す
るための前提となる情報である。
【０００９】
　ここで、前記コンピュータシステムが、各運送サービス提供業者の過去の利用者により
付された評価の情報を記憶する評価情報記憶手段を有し、前記評価情報記憶手段に記憶さ
れている評価情報に基づき、前記抽出された運送サービス提供業者とその評価情報を、電
気通信回線を介して利用者端末に送信する手段を備えることが好ましい。
【００１０】
　特に、前記利用者端末から評価の情報を取得し、これを前記評価情報記憶手段に記憶す
る手段と備えることが好ましい。
【００１１】
　また、前記コンピュータシステムが、前記複数の運送サービス提供業者の各業者端末に
電気通信回線を介して接続されており、前記運送サービスの内容の指定と同時に、又は別
途の入力画面情報の受信により、利用者が希望する運送サービスの詳細な依頼内容を前記
利用者端末より電気通信回線を介して取得する手段と、前記取得した依頼内容を利用者ご
とに記憶する依頼内容記憶手段と、前記送信した提示画面情報に基づき、利用者が選択し
た運送サービス提供業者の情報を利用者端末から電気通信回線を介して取得する手段と、
前記選択された運送サービス提供業者の業者端末に対し、前記依頼内容記憶手段に記憶さ
れている利用者の依頼内容を電気通信回線を介して送信する手段とを備えることが好まし
い。ここに前記詳細な依頼内容は、たとえば集荷先住所、集荷日、連絡先、届け先住所、
届け日数、荷物属性、支払方法など、実際の運送業務に必要な情報である。
【００１２】
　更に、前記選択された運送サービス提供業者の業者端末から、送信した依頼内容に係る
荷物の追跡情報を取得する手段と、前記追跡情報を依頼した利用者ごとに記憶する追跡情
報記憶手段と、利用者端末からの問い合わせの受信に基づき、前記追跡情報記憶手段に記
憶されている当該利用者の荷物の追跡情報を抽出し、該利用者の利用者端末に送信する手
段とを備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
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　以上にしてなる本願発明に係る運送サービス提供支援システムによれば、利用者端末よ
り利用者が希望する運送サービスの指定を受けて、対応できる単又は複数の運送サービス
提供業者とその利用運賃の情報を提供するので、利用者はこの中から運賃その他の情報に
基づいて比較検討し、好みの運送サービス提供業者を選択することができるのであり、利
用者にとっては求めるサービスに応じて運送サービス提供業者を選択することでより満足
度の高いサービスを得たり、コスト低減することが可能となり、中小・個人の運送サービ
ス提供業者にとっても直接利用者から業務依頼を受けることができ高い利益を得ることが
できるチャンスとなり、大手の運送サービス提供業者にとっても利用運賃も地域ごとに異
なる体系を設定するなど利用者に利便性をアピールできる手段として活用することもでき
、運送業界全体にとってメリットのある支援システムを提供できる。
【００１４】
　また、前記コンピュータシステムが、各運送サービス提供業者の過去の利用者により付
された評価の情報を記憶する評価情報記憶手段を有し、前記評価情報記憶手段に記憶され
ている評価情報に基づき、前記抽出された運送サービス提供業者とその評価情報を、電気
通信回線を介して利用者端末に送信する手段を備えるので、利用者は選択の際、求めるサ
ービスに合致した運送サービス提供業者を過去の評価を参考にして厳選することができ、
運送サービス提供業者側にとっても高い評価を得るためにサービスの向上に努めることと
なり、運送業界全体の信用の向上に繋がるシステムとなる。
【００１５】
　また、利用者が選択した運送サービス提供業者の業者端末に対し、利用者の依頼内容を
電気通信回線を介して送信し、仲介することで、利用者にとって選択する際に提示された
運賃、評価どおりのサービスを受けることができるといった安心を得ることができ、本支
援システムの利用の促進につながる。
【００１６】
　また、選択された運送サービス提供業者の業者端末から、送信した依頼内容に係る荷物
の追跡情報を取得する手段と、前記追跡情報を依頼した利用者ごとに記憶する追跡情報記
憶手段と、利用者端末からの問い合わせの受信に基づき、前記追跡情報記憶手段に記憶さ
れている当該利用者の荷物の追跡情報を抽出し、該利用者の利用者端末に送信する手段と
を備えたので、依頼後の荷物の運送状況をコンピュータシステム側も把握することができ
、第三者としてサービスの質を監視することができ、依頼者にとっても安心で、利便性も
向上することとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の代表的実施形態に係る運送サービス提供支援システムの全体構成を示す
説明図。
【図２】同じく運送サービス提供支援システムを構成しているコンピュータシステムの概
略構成を示すブロック図。
【図３】同じく運送サービス提供支援システムにおける業者情報提供処理の手順の一例を
示すフロー図。
【図４】同じく運送サービス提供支援システムにおける業務仲介処理の手順の一例を示す
フロー図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に、本発明の実施形態を添付図面に基づき詳細に説明する。
【００１９】
　本発明の運送サービス提供支援システムＳは、図１に示すように、本支援システムの運
営主体側のコンピュータシステム１と、電気通信回線４を介してコンピュータシステム１
に通信接続される利用者Ｕの情報端末である利用者端末２と、電気通信回線４を介してコ
ンピュータシステム１に通信接続される複数の運送サービス提供業者Ｔの情報端末である
業者端末３とより全体概略構成され、利用者の希望する運送サービスに対応可能な運送サ
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ービス提供業者を抽出して利用者に提示し、その中から利用者が選択できるようにした支
援システムである。
【００２０】
　尚、以下の説明では利用者端末２にＷｅｂブラウザ機能を持たせ、基本的にコンピュー
タシステム１側のＷｅｂアプリケーションから情報を送信する例を説明するが、予め利用
者端末２側にアプリケーションプログラムをコンピュータシステム１等からダウンロード
させ、コンピュータシステム１から受けた情報を利用者の操作により表示形態を変更させ
る等は利用者端末２側で処理させることも勿論可能である。
【００２１】
　コンピュータシステム１は、単又は複数のコンピュータより構成され、図２に示すよう
に、処理装置１０を中心に、記憶手段１１、通信制御部１２、図示しない入力操作手段と
してポインティングデバイスやキーボード、ディスプレイ等よりなる従来から汎用されて
いるコンピュータ装置を用いることができ、処理装置１０は、マイクロプロセッサなどの
ＣＰＵを主体に構成され、図示しないＲＡＭ、ＲＯＭからなる記憶部を有して各種処理動
作の手順を規定するプログラムや処理データが記憶される。
【００２２】
　記憶手段１１は、コンピュータシステム１内外のハードディスク等からなり、大きく分
けて、登録された各地の運送サービス提供業者に関する情報を記憶する業者情報記憶部１
５と、登録された利用者に関する情報を記憶する利用者情報記憶部１７とを備えている。
ハードディスク等以外に、一時記憶領域に保存するようなケースも勿論含まれ、また処理
装置１０とは別のコンピュータで別途のデータベースサーバのハードディスク等も含まれ
る。
【００２３】
　業者情報記憶部１５は、登録されている各運送サービス提供業者ごとの提供可能なサー
ビスに関する情報を記憶する提供サービス情報記憶部１５ａと、後述の業者抽出部１３ｂ
によって抽出された単又は複数の運送サービス提供業者を記憶する抽出業者記憶部１５ｂ
と、同じく後述する評価情報取得処理部１４ｇにより取得された各運送サービス提供業者
の評価情報（当該運送サービス提供業者の過去の利用者による評価の蓄積）を記憶する評
価情報記憶部１５ｃとを備えている。
【００２４】
　提供サービス情報記憶部１５ａは、具体的には当該運送サービス提供業者が対応できる
地域の情報を記憶する地域情報記憶部１６ａや、当該運送サービス提供業者の運賃規定に
関する情報を記憶する運賃情報記憶部１６ｂ、その他図示しないが、対応可能な荷物の種
類、日時、などの従来から公知の種々の提供サービス情報が運送サービス提供業者ごとに
記憶管理されている。ここで、運賃規定は同じ運送サービス提供業者でも地域により異な
る運賃体系とすることが勿論可能であり、競争力の弱い地域の料金を低めに設定するなど
営業戦略的に利用することが可能となる。
【００２５】
　利用者情報記憶部１７は、利用者により選択された運送サービス提供業者を記憶する選
択業者記憶部１７ａと、利用者端末２から取得された具体的かつ詳細な依頼内容を記憶す
る依頼内容記憶部１７ｂと、依頼を受けた運送サービス提供業者Ｔの業者端末３から取得
した荷物の追跡情報を記憶する追跡情報記憶部１７ｃとを備えている。その他、当該利用
者が過去に利用した運送サービス提供業者の情報や会員制とする場合には登録の際に付与
された当該利用者のＩＤ、パスワードや登録された属性情報などが記憶管理される。
【００２６】
　処理装置１０は、機能的には、大きく分けて利用者端末２からのサービス内容の指定を
受けて対応可能な運送サービス提供業者のリストを提供する業者情報提供処理部１３と、
利用者端末２より依頼する運送サービス提供業者の選択を受けて当該業者に連絡する等、
運送サービスの依頼を仲介する業務仲介処理部１４とを備えており、これらの処理機能は
上記プログラムにより実現される。
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【００２７】
　また、処理装置１０は、その他、アクセスした会員のＩＤ番号の照合等を行う認証部や
、Ｗｅｂページを管理するＷｅｂサーバ部と、利用者端末２や業者端末３との間で電子メ
ールを送受信するソフトウエアからなるメール通信部などを備えている。Ｗｅｂサーバ部
は、利用者端末２からの要求に応じてＨＴＭＬファイルや画像データ等を転送、管理する
Ｗｅｂアプリケーションプログラムからなり、各データはＨＴＴＰプロトコルに基づきア
クセスした各利用者端末２に転送される。Ｗｅｂサーバ部はアプリケーションサービスプ
ロバイダのＷｅｂサーバで管理してもよい。
【００２８】
　業者情報提供処理部１３は、具体的には、利用者端末２より希望する運送サービス内容
の指定を受けるサービス指定処理部１３ａ、指定された運送サービス内容に合致する運送
サービス提供業者を抽出する業者抽出部１３ｂ、抽出した各運送サービス提供業者の利用
運賃を算出する運賃算出部１３ｃ、抽出した各運送サービス提供業者を運賃の高低順に提
示する提示画面情報を生成する提示画面生成部１３ｄ、及び生成した提示画面情報を送信
する提示画面送信処理部１３ｅを備えている。
【００２９】
　より詳しくは、サービス指定処理部１３ａは、電気通信回線４を介して通信接続した利
用者端末２より、届け先の地域情報を含む利用者が希望する運送サービスの内容の指定を
受ける。具体的には、利用者端末２からのアクセスに応じて指定画面情報を送信し、利用
者端末のブラウザで表示させる。上述したように利用者端末２に予めダウンロードされた
アプリケーションプログラムにより、コンピュータシステム１より受信した指定画面情報
に基づき指定画面を生成し、利用者端末２に表示させるようにしてもよい。利用者端末２
に表示される指定画面はチェック項目へのチェックや文字入力が可能とされ、入力された
情報がコンピュータシステム１に送信される。
【００３０】
　指定の内容としては、例えば集荷、持ち込みの別、集荷／持ち込み等の発送元地域、届
け先地域、荷物の種類（保冷の要否など）、サイズ、配達日時、その他の対応可能な運送
サービス提供業者の抽出に必要な情報が指定画面に構成される。更に、リスト表示する順
（運賃の高低順、評価の高低順など）の指定なども含まれ、その他、評価の悪い運送サー
ビス提供業者を外す指定や、大手、中小、個人の別なども指定できるように構成してもよ
い。
【００３１】
　業者抽出部１３ｂは、指定された運送サービスの内容、及び提供サービス情報記憶部１
５ａに記憶されている対応可能地域を含む提供サービス情報に基づき、対応できる運送サ
ービス提供業者を抽出し、抽出業者記憶部１５ｂに記憶する。対応可能地域は指定された
発送先、届け先の地域情報に基づいて決定される。地域以外に、指定された荷物の種類、
配達日時など種々の条件を満たす運送サービス提供業者を検索により抽出することが可能
である。
【００３２】
　運賃算出部１３ｃは、指定された運送サービスの内容、及び提供サービス情報記憶部１
５ａの中の運賃情報記憶部１６ｂに記憶されている運賃の情報に基づき、抽出業者記憶部
１５ｂに記憶された各運送サービス提供業者Ｔによる利用運賃を算出する。同じ運送サー
ビス提供業者でも荷物の種類、サイズ等に応じて複数の対応可能な運賃を提示することも
勿論可能である。
【００３３】
　提示画面生成部１３ｄは、業者抽出部１３ｂにより抽出された運送サービス提供業者Ｔ
を、運賃算出部１３ｃにより算出された利用運賃の高低順に、或いは評価情報記憶部１５
ｃに記憶されている評価情報に基づき、抽出された運送サービス提供業者を評価の高低順
に、並べて利用者に提示するための提示画面情報（抽出した運送サービス提供業者のリス
ト）を生成する。運賃／評価の順は、利用者の指定によって行われる。その他の順でも勿
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論同様に並べ直したリストを生成することができる。
【００３４】
　この提示画面情報には、抽出された運送サービス提供業者の対応可能なドライバーの紹
介、評価などの情報を添付或いはリンクしておくことも好ましい。このようなドライバー
の情報や過去の評価などは所属する運送サービス提供業者ごとに業者情報記憶部１５に登
録しておき、例えば評価情報記憶部１５ｃの評価とともにその際の担当ドライバーとして
記憶しておくことができる。これにより、利用者は運賃や運送サービス提供業者の評価以
外に、所属ドライバーの情報などを参考に依頼する運送サービス提供業者、ドライバーを
指定することが可能となる。
【００３５】
　提示画面送信処理部１３ｅは、生成された提示画面情報を電気通信回線４を介して利用
者端末２に送信する。これを受けた利用者端末２では当該提示画面（リスト）が表示され
、利用者はこれを参考に依頼したい運送サービス提供業者を選択することができる。
【００３６】
　尚、上述したように利用者端末２に予めダウンロードされたアプリケーションプログラ
ムにより、コンピュータシステム１より受信した利用運賃の情報や評価情報に基づき、運
送サービス提供業者を運賃や評価の高低順に表示した画面を生成するようにしてもよい。
この場合には、提示画面生成部１３ｄや提示画面送信処理部１３ｅを省略し、その代わり
に算出した利用運賃や評価情報を利用者端末２に送信する処理部を設けることができる。
【００３７】
　以上に説明した業者情報提供処理部１３による業者情報の提供（紹介）機能のみで完結
してもよく、その後は利用者が直接、選択した運送サービス提供業者に連絡して依頼する
こともできるが、本実施形態の例では、さらに以下に示す業務仲介処理部１４による運送
サービス提供業者への運送業務の依頼（仲介）機能をも有している。
【００３８】
　業務仲介処理部１４は、具体的には、利用者が選択した運送サービス提供業者の情報を
取得する選択業者取得処理部１４ａ、利用者が依頼する運送サービスの詳細内容を取得す
る依頼内容取得処理部１４ｂ、取得した依頼内容を当該選択された運送サービス提供業者
に連絡する依頼内容送信処理部１４ｃ、依頼を受けた荷物の追跡情報を運送サービス提供
業者から取得する追跡情報取得処理部１４ｄ、その追跡情報を依頼した利用者の利用者端
末に提供する追跡情報提供処理部１４ｅ、配達が終了した段階等の所定のタイミングで利
用者端末に評価を入力する画面を送信する評価入力画面送信処理部１４ｆ、利用者が入力
した評価情報を取得して記憶管理する評価情報取得処理部１４ｇより構成されている。
【００３９】
　より詳しくは、選択業者取得処理部１４ａは、利用者Ｕが選択した運送サービス提供業
者Ｔの情報を利用者端末２から電気通信回線４を介して取得し、取得した選択業者Ｔを利
用者情報記憶部１７の選択業者記憶部１７ａに記憶する。
【００４０】
　依頼内容取得処理部１４ｂは、利用者端末２との入力画面の送受信により、利用者が希
望する運送サービスの詳細な依頼内容を電気通信回線４を介して取得し、取得した依頼内
容を利用者ごとに利用者情報記憶部１７の依頼内容記憶部１７ｂに記憶する。ここで、上
述したように利用者端末２に予めダウンロードされたアプリケーションプログラムにより
入力画面を利用者端末２に表示させ、入力された依頼内容をコンピュータシステム１に送
信させるようにして取得してもよい。詳細な依頼内容としては、上述した指定内容のより
具体的で必要な情報であり、集荷先住所、集荷日、連絡先、届け先住所、届け日数、荷物
属性、支払方法など、従来からの運送業務に必要な情報である。
【００４１】
　依頼内容送信処理部１４ｃは、選択された運送サービス提供業者Ｔの業者端末３に対し
、依頼内容記憶部１７ｂに記憶されている利用者の依頼内容を電気通信回線４を介して送
信する。これが本例において利用者Ｕにより選択された運送サービス提供業者Ｔへの業務
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依頼の仲介処理となる。
【００４２】
　追跡情報取得処理部１４ｄは、依頼内容を送信した運送サービス提供業者Ｔの業者端末
３から、当該依頼に係る荷物の追跡情報を取得し、利用者情報記憶部１７の追跡情報記憶
部１７ｃに記憶する。また、追跡情報提供処理部１４ｅは、利用者端末からの問い合わせ
の受信に基づき、追跡情報記憶部１７ｃに記憶されている当該利用者の荷物の追跡情報を
抽出し、該利用者の利用者端末２に送信する。
【００４３】
　このように本例では依頼された運送サービス提供業者に追跡情報の報告義務を課し、コ
ンピュータシステム１がこれを受けて利用者端末２からの問い合わせに答えるシステムと
しているが、運送サービス提供業者が構築している既存の公知の追跡システムにリンクし
、利用者端末２に直接アクセスさせるようにしてもよし、また業者端末３から利用者端末
２に直接メール等で逐次報告させるように構成してもよい。また、追跡情報の提供を省略
することも可能である。
【００４４】
　評価入力画面送信処理部１４ｆは、業者端末３から追跡情報として、あるいは別途の報
告として配達完了の旨の情報を取得した場合に、即座に又は一定日数経過したタイミング
で、利用者端末２に対し、配達完了の旨ならびに当該利用した運送サービス提供業者Ｔの
評価その他のコメント等を入力する入力画面情報を送信する。これはメール等で送信して
もよい。入力画面情報を送信する代わりに、配達完了と評価を送信してほしい旨の連絡の
み送信し、上述したように利用者端末２に予めダウンロードされたアプリケーションプロ
グラムにより利用者の操作により入力画面を利用者端末２に表示させ、入力された評価情
報をコンピュータシステム１に送信させるようにして取得してもよい。
【００４５】
　評価情報取得処理部１４ｇは、利用者端末２から評価情報が入力された入力画面情報を
受信すると、これを業者情報記憶部１５の評価情報記憶部１５ｃに記憶する。これが蓄積
され、各利用者によるその後の業者選択の際の参考となるのである。
【００４６】
　コンピュータシステム１の機能は上記に記載したものに何ら限定されるものではない。
例えば、運送サービス提供業者の運送業務を支援する機能として、集荷先や届出先などの
目的地の住所や電話番号に基づき、記憶手段１１に記憶している地図情報から最適ルート
を算出し、ルート案内情報を業者端末３に送信するようなことができる。特に、集荷先や
届出先が複数の場合は、その経由順、経由ルートにつき最適なルートを算出し、ルート案
内情報として業者端末１１に提供することができ、利便性が向上する。このようなルート
算出機能は従来から公知の算出機能と同様の機能を適用できる。このような最適ルート算
出機能は、上述した利用者端末２と同様、業者端末３や運送担当者のモバイル端末に予め
コンピュータシステム１からダウンロードされたアプリケーションプログラムにより、コ
ンピュータシステム１より受信した目的地の情報に基づき算出し、当該算出したルートを
画面表示させるようにすることも勿論できる。
【００４７】
　利用者端末２や業者端末３は、表示部や入力操作部、Ｗｅｂブラウザ、電気通信回線を
介したデータ通信機能を有する従来から公知の設置型汎用パーソナルコンピュータや携帯
電話、スマートフォン、タブレット、ＰＤＡ、ノートパソコン等のモバイル端末などを広
く利用することができる。利用者端末２を操作する利用者は個人や法人その他の団体であ
ってもよく、特に限定されない。たとえば運送依頼を受けた運送サービス提供業者が利用
者となっても勿論よい。
【００４８】
　業者端末３は、当該運送サービス提供業者の事務所に設置型の汎用パーソナルコンピュ
ータとし、運送担当者のモバイル端末と通信可能に構成したものなどが好ましい。このよ
うな運送サービス提供業者側のシステムは既存の公知のシステムを適用することができ、
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運送担当者のモバイル端末へ依頼を受けた業者端末３から指示を送り、配達完了の報告を
受信するようにしてもよい。運送担当者のモバイル端末に業者端末３を兼ねさせることも
できる。
【００４９】
　その他、コンピュータシステム１は、従来から公知のオンラインショッピングモールサ
イトシステムが運用する代金決済機能と同様、カード会社や金融機関と提携して利用者の
代金支払いを仲介することも勿論できる。また、集荷先或いは届け先にて、運送担当者の
モバイル端末に組み込まれた、或いは接続されたカードリーダー（例えば、「Ｓｑｕａｒ
ｅリーダー」Ｓｑｕａｒｅ，Ｉｎｃ．製のカードリーダーなど）を用いてカード払いされ
た情報を、カード会社以外にコンピュータシステム１にも業者端末３を通じて送信（モバ
イル端末が業者端末３を兼ねる場合は直接送信）し、当該受信した支払情報をもとにレシ
ート情報を利用者端末３に送信したり、これと同時に上記した評価入力画面送信処理部１
４ｆが評価の入力画面を送信するようにすることも好ましい実施例である。
【００５０】
　以下、図３及び図４のフロー図に基づき、実施形態に係る運送サービス提供支援システ
ムＳにおける業者情報提供処理、業務仲介処理の各手順の一例を説明する。
【００５１】
　業者情報提供処理は、図３に示すように、まず利用者端末２からのアクセスに応じてコ
ンピュータシステム１のサービス指定処理部１３ａが指定画面情報を送信し（Ｓ１０１）
、利用者端末のブラウザで表示される（Ｓ１０２）。これに基づき、利用者端末２で利用
者に指定された情報がコンピュータシステム１に送信される（Ｓ１０３）。
【００５２】
　コンピュータシステム１の業者抽出部１３ｂは、指定された内容や提供サービス情報記
憶部１５ａに記憶されている対応可能地域を含む提供サービス情報に基づき、依頼に対応
できる運送サービス提供業者を抽出し（Ｓ１０４）、運賃算出部１３ｃが、指定された内
容や運賃情報記憶部１６ｂに記憶されている各運送サービス提供業者の運賃情報に基づき
利用運賃を算出する（Ｓ１０５）。
【００５３】
　そして、コンピュータシステム１の提示画面生成部１３ｄは、抽出された運送サービス
提供業者Ｔを利用運賃の高低順、或いは評価の高低順に並べた提示画面情報（抽出した運
送サービス提供業者のリスト）を生成し（Ｓ１０６）、電気通信回線４を介して利用者端
末２に送信する（Ｓ１０７）。これを受けた利用者端末２では、当該提示画面（リスト）
が表示され（Ｓ１０８）、利用者はこれを参考に依頼したい運送サービス提供業者を選択
する。
【００５４】
　次に、業務仲介処理は、図４に示すように、まず利用者端末２において表示された上記
提示画面のうちから依頼する運送サービス提供業者が選択され、これがコンピュータシス
テム１に送信されると（Ｓ２０１）、選択業者取得処理部１４ａが、選択された運送サー
ビス提供業者Ｔを選択業者記憶部１７ａに記憶し（Ｓ２０２）、利用者端末２に利用者が
希望する運送サービスの詳細な依頼内容を入力する入力画面を送信する（Ｓ２０３）。
【００５５】
　利用者端末２において依頼内容が入力されてコンピュータシステムに送信されると（Ｓ
２０４）、依頼内容取得処理部１４ｂが取得した依頼内容を利用者ごとに依頼内容記憶部
１７ｂに記憶する（Ｓ２０５）。依頼内容送信処理部１４ｃは、選択業者の業者端末３に
依頼内容記憶部１７ｂに記憶されている利用者の依頼内容を送信する（Ｓ２０６）。
【００５６】
　業者端末３からは、随時荷物の追跡情報がコンピュータシステム１に送信され（Ｓ２０
７）、これを受信したコンピュータシステム１の追跡情報取得処理部１４ｄは追跡情報記
憶部１７ｃに記憶する（Ｓ２０８）。そして、利用者端末から荷物の問い合わせを受信す
ると（Ｓ２０９）、追跡情報記憶部１７ｃに記憶されている当該利用者の荷物の追跡情報
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を抽出して利用者端末２に送信する（Ｓ２１０）。
【００５７】
　コンピュータシステム１が業者端末３から配達完了の旨の情報を受信すると（Ｓ２１１
）、即座に利用者端末２に対して配達完了の旨ならびに当該利用した運送サービス提供業
者の評価入力画面を送信する（Ｓ２１２）。利用者端末２からコンピュータシステム１に
評価情報が入力された入力画面情報が送信されると（Ｓ２１３）、これが評価情報記憶部
１５ｃに記憶される（Ｓ２１４）。
【００５８】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこうした実施例に何ら限定され
るものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々なる形態で実施し得ること
は勿論である。
【符号の説明】
【００５９】
　Ｓ　運送サービス提供支援システム
　Ｔ　運送サービス提供業者
　Ｕ　利用者
　１　コンピュータシステム
　２　利用者端末
　３　業者端末
　４　電気通信回線
　１０　処理装置
　１１　記憶手段
　１２　通信制御部
　１３　業者情報提供処理部
　１３ａ　サービス指定処理部
　１３ｂ　業者抽出部
　１３ｃ　運賃算出部
　１３ｄ　提示画面生成部
　１３ｅ　提示画面送信処理部
　１４　業務仲介処理部
　１４ａ　選択業者取得処理部
　１４ｂ　依頼内容取得処理部
　１４ｃ　依頼内容送信処理部
　１４ｄ　追跡情報取得処理部
　１４ｅ　追跡情報提供処理部
　１４ｆ　評価入力画面送信処理部
　１４ｇ　評価情報取得処理部
　１５　業者情報記憶部
　１５ａ　提供サービス情報記憶部
　１５ｂ　抽出業者記憶部
　１５ｃ　評価情報記憶部
　１６ａ　地域情報記憶部
　１６ｂ　運賃情報記憶部
　１７　利用者情報記憶部
　１７ａ　選択業者記憶部
　１７ｂ　依頼内容記憶部
　１７ｃ　追跡情報記憶部
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